
貿易と関税・目次（2002年1月～12月）
タイトル 著者名 年数 月数 頁

【単発・特集等】
世界経済の現状と見通し 内海 孚 2002 1 10
WTO加盟後の日中経済と国際ビジネス―日中貿易は中国を介した世界貿易― 美野久志 2002 1 27
WTO第四回閣僚会議について 鶴田 仁 2002 1 18
ドーハ閣僚宣言以降のTRIPS二七条三項（b）レビュー─EUバイオテク指令の取消訴訟が示
唆するもの─

山根裕子 2002 1 42

WTOにおけるインターンシップ制度 牧原秀樹 2002 1 79
WTOのセーフガード措置発動の諸問題（青山学院大学総合研究所‐学際研究プロジェクト公
開溝演会要旨）

2002 2 14

十・五計画における中国貿易の課題 馬 成三 2002 2 6
日本の二国間役資協定における投資の保護─現地子会社の取扱いを中心に─ 岩瀬真央美 2002 2 62
最近の関税政策・税関行政について 藤本 進 2002 3 4
日本・シンガポール経済連携協定とその応用の方向性について 尾池厚之 2002 3 23
中国のWTO加盟条件とWTO協定 山岡時生 2002 3 40
土光臨調から小泉改革まで─「行革」二〇年を振り返って─ 並河信乃 2002 4 4
民間及び政府等による平成一四年度の経済見通し 古川 剛 2002 4 1
紛争解決手続 宇野悦次 2002 4 30
二〇〇二年度の日本経済 土志田征一 2002 4 40
台頭する中国パワーと日中関係─変質するアジアの産業地図─ 渡辺利夫 2002 5 4
主要国の関税体系の分析と比較 大澤俊彦 2002 5 14
WTO酒税パネルから何を学ぶか─通商の論理と租税の論理 森信茂樹 2002 5 22
今こそ、「アジア通貨機構」構想の実現を 中條誠一 2002 5 34
EUアンチダンピング手続きに対する実務的対処 亀岡悦子 2002 5 39
構造改革と日本経済 榊原英資 2002 6 4
WTO新交渉ラウンドと日本の貿易政策（1） 新堀 聰 2002 6 24
国内規制とWTOルールメイキング 飯田圭哉 2002 6 61
輸出入・港湾関連手続のシングルウィンドウ化 財務省関税局

税関調査室
2002 7 14

WTO新交渉ラウンドと日本の貿易政策（2） 新堀 聰 2002 7 4
国家と外国企業との投資紛争をめぐる国際法上の諸問題 森田清隆 2002 7 34
日本経済・復活の条件 齋藤精一郎 2002 8 4
WTOサービス貿易自由化交渉─人の移動に関する提言─ 日本経済団体

連合会
2002 8 12

米国における標準的貿易取引条件の最近の使用動向について 新堀 聰 2002 8 22
アメリカ鉄鋼セーフガードに対する欧州委員会の対応とその評価 リチャード・

LA・ウェル
ナー／ 牧

原秀樹

2002 8 40

パレスチナ紛争の背景 平山健太郎 2002 9 4
国際投資ルールの構築と国内投資環境の整備を求める 日本経済団体

連合会
2002 9 12

直接投資時代の「貿易と労働条件」―WTO─ILO協力の可能性と限界（1）― 山根裕子 2002 9 34
WTOキャパシティ・ビルディング支援活動（1） 国松麻季 2002 9 43
グローバル商取引法と国際商事仲裁 新掘 聰 2002 10 4
直接投資時代の「貿易と労働条件」―WTO─ILO協力の可能性と限界（2）― 山根裕子 2002 10 32
グローバリズムは果たして世界の救世主になれるのか 岡地勝二 2002 10 46
コーポレート・ガバナンスの日独比較 島野卓爾 2002 11 4
WTO農業交渉と農産物関税問題（上） 朝倉 弘教 2002 11 12
WTOキャパシティ・ビルディング支援活動（2） 国松麻季 2002 11 21
戦後が積み残したもの 船橋洋一 2002 12 4
WTO農業交渉と農産物関税問題（下） 朝倉弘教 2002 12 12
鉄鋼製品に関するEUセーフガード措置 亀岡悦子 2002 12 34

連載等

◆EU法の最前線
24・弁護士と会計士とのパートナーシップの禁止とEU競争法 山岸和彦 2002 1 87
25・バイオ発明特許と倫理的規制─EC法の脱経済化─ 中村民雄 2002 2 77
26・『EU・欧州ガバナンス白書』の検討 福田 耕治 2002 3 83
27・EUにおける女性優遇措置 大藤紀子 2002 4 75
28・欧州労使協議会設置に関する情報の従業員への提供義務 上田廣美 2002 5 75
29・知的財産権制度の国際化とEC商標 由布節子 2002 6 75
30・欧州連合（EU）の国際法人格 庄司克宏 2002 7 73
31・弁護士報酬規定とEU競争法 須網隆夫 2002 8 48
32・ECにおける通商政策と環境政策の比重 中西優美子 2002 9 75
33・取消訴訟における個人の原告適格 中村民雄 2002 10 75
34・共同の支配的地位の規制 多田英明 2002 11 75
35・構成国・第三国間条約の他のEU国民への適用 西連寺隆行 2002 12 71

◆WTO体制下のアンチダンピング制度
4・グアテマラのメキシコからのグレイポートランドセメントに対するアンチダンピング措
置

Asad M．Khan 2002 1 56

5・グアテマラのメキシコからのグレイポートランドセメントに対するアンチダンピング措
置

内記香子 2002 2 58

1 / 3 PAGE



貿易と関税・目次（2002年1月～12月）
タイトル 著者名 年数 月数 頁

6・米国の一九一六年アンチダンピング法(Ⅰ) 季 咏根 2002 3 40
7・米国の一九一六年アンチダンピング法（Ⅱ） 伊藤一頼 2002 4 24
8・米国の日本からの熱延鋼板に対するアンチダンピング措置 仁分久弥子 2002 6 36
9・アメリカの韓国製ステンレス鋼板類に対するアンチダンピング措置 中山保宏 2002 7 28
10・メキシコの米国産高濃度コーンシロップに対するアンチダンピング措置 大竹宏枝 2002 8 34
11・アルゼンチンのイタリア産陶製床タイルに対するアンチダンピング措置 〃 2002 11 42

◆海外事情掲示板
4・変化するフランス 田熊清明 2002 3 38
5・国分かれ争はば、立つこと能はず 眞銅竜日郎 2002 11 30

◆産業界はいま、
2・株式会社リコー 2002 1 38
3・株式会社島精機製作所 2002 2 34
4・ブラザー工業株式会社 2002 5 46
5・株式会社大創産業 2002 9 23
6・秋田海陸運送株式会社 2002 10 26

◆戦血・戦後の税関史発掘
9・戦中の大蔵省関税鑑査業務（Ⅲ） 坪井哲郎 2002 1 60
10・戦中の大蔵省関税鑑査業務（Ⅳ） 〃 2002 2 38
11・神戸港税関監所ものがたり 澤村明夫 2002 3 56
12・残っていた大正の伝承（神戸港） 徳村浩志 2002 4 28
13・沖縄の税関の祖国復帰 島田雄一 2002 5 44
14・第三者通報制度の今昔 安藤 平 2002 8 66
15・税関職員の武器携帯 西田政雄 2002 9 68
16・第三者通報余話 安藤 平 2002 11 40
17・沖縄におけるサンマ裁判 島田雄一 2002 12 40

◆潮流・国際経済の中から
165・進行する空洞化と産業政策の課題 島田克美 2002 1 8
166・日本経済どん底での企業、銀行の戦い 〃 2002 2 4
167・組織防衛の罠と日本の政府、企業の愚行 〃 2002 3 2
168・中国経済の発展が促す公有企業への関心 〃 2002 4 2
169・日韓経済の雁行、逆転とその論理 〃 2002 5 2
170・海外の批判と日本経済の現実 〃 2002 6 2
171・アジア新産業政策と企業の強弱格差への対応 〃 2002 7 2
172・日米企業の不正行為にみるシステムの罠と対策 〃 2002 8 2
173・対外経済関係の節目、自主性回復への日本の課題 〃 2002 9 2
174・国交も経済も日本のキーワードは正常化 〃 2002 10 2
175・株式市場の不振と日本の市民の離反 〃 2002 11 2
176・政策手詰まり、高支持率の小泉内閣という矛盾 〃 2002 12 2

◆米州における貿易・投資自由化の法的枠組み
1・投資・貿易の促進・自由化の歩み 櫻井雅夫 2002 6 13
2・アメリカの対外投資政策の変遷 〃 2002 7 18
3・自由化の法的枠組みづくりの現状：国内法（投資） 〃 2002 9 27
4・自由化の法的枠組みづくりの現状：国内法（貿易） 〃 2002 10 16
5・自由化の法的枠組みづくりの現状：国際法（投資）（その一） 〃 2002 11 32

◆貿易・通商アラカルト
1・WTOの構造と機能 Asad M．Khan 2002 1 54
2・WTO新ラウンド交渉 荒木一郎 2002 2 56
3・WTOの紛争処理 〃 2002 3 20
4・内国民待遇と最恵国待遇 大竹宏枝 2002 4 22
5・関税交渉と関税譲許 季 咏根 2002 5 30
6・輸入制限と輸出制限 中川淳司 2002 6 34
7・政府調達 小林友彦 2002 7 26
8・繊維に関する世界貿易の仕組み 清水幹治 2002 8 38
9・TRIPS協定 〃 2002 9 48
10・貿易関連投資措置（TRIM） 小林友彦 2002 10 44
11・EU 平 覚 2002 11 46

◆ボーダーレス・エコノミーヘの法的視座
127・真のIT革命の達成と『NTT解体論議の愚かさ』─『国内』『公正競争』議論の暴走
vs．『NTTの世界的・総合的な技術力』への適正なる評価（中─X）

石黒一憲 2002 1 62

128・〃（中‐XⅠ) 〃 2002 2 40
129・〃（中‐XⅡ） 〃 2002 3 60
130・〃（中‐XⅢ） 〃 2002 4 50
131・〃（中‐XⅣ） 〃 2002 5 50
132・〃（中‐XⅤ） 〃 2002 6 40
133・〃（中‐XⅥ） 〃 2002 7 48
134・〃（中‐XⅦ） 〃 2002 8 75
135・〃（中‐XⅧ） 〃 2002 9 51
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136・〃（中‐XⅨ） 〃 2002 10 51
137・〃（中‐XX） 〃 2002 11 48
138・〃（中‐XXⅠ） 〃 2002 12 46

◆経済規制の国際的調和
1.問題の所在 中川淳司 2002 12 22
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